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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに
前主系列星はＨα線や赤外域の放射から古典的Ｔタウリ型星、Transitional  disk天体、弱輝線Tタウリ型星に分類されます。
前主系列星の彩層活動は活発に活動しており、活動の強さは星自身の自転や磁場、原始惑星系円盤からの質量降着に深く関係すると考えられています。
そこで、彩層活動を調べるために、彩層から放射される1階電離Ca輝線を用います。
本研究の目的は、・・・以下本文
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ベクトルは長さが偏光度Pを、方向が偏光方位角を表す. 中央の円は、直径0.3”のマスク領域で、UX Tau Aはマスクの中心にある.  外側の円は中心から0.8”の距離を表す。右下の白線は、ベクトルのスケールを示す.
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに
前主系列星はＨα線や赤外域の放射から古典的Ｔタウリ型星、Transitional  disk天体、弱輝線Tタウリ型星に分類されます。
前主系列星の彩層活動は活発に活動しており、活動の強さは星自身の自転や磁場、原始惑星系円盤からの質量降着に深く関係すると考えられています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
観測は、すばる望遠鏡と高分散分光器HDSを用いました。また、Keck望遠鏡と高分散分光器HIRESを用いたアーカイブデータも取得し、おうし座領域の古典的Tタウリ型星18天体、Transitional disk天体10天体、弱輝線Tタウリ型星13天体を取得しました。

結果です。得られたスペクトルを示しています。横軸は波長、縦軸は相対強度です。矢印で示している個所がCa輝線の3本のうちの2本です。左のパネルからCTTS、Transitional disk天体、WTTSのスペクトルになります。
CTTSからWTTSへ進化段階を経るにつれ、彩層の活動が弱まると考えられます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に考察です。
彩層活動の強さを表す指標として、CaⅡ輝線の等価幅を測定しました。
グラフは、円盤質量とCaⅡ輝線等価幅を比較しています。青はCTTS、赤がTransitional disk天体を表します。また、上の実線はCTTSの近似直線、下の点線はTransitional disk天体の近似直線です。
このグラフから、円盤質量が同じ場合、Transitional disk天体の等価幅はCTTSの10分の1程度になることが分かりました。つまり、彩層活動がTransitional disk天体の段階で既に弱まることを示しています。
詳しくはポスターをご覧ください。ありがとうございました。
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